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十七日朝出立、天気也
六拾八ばん　神恵院　阿弥陀如来

六拾九ばん　観音寺　観世音

七拾ばん　本山寺　馬頭観音

七拾壱ばん　弥谷寺　観世音

八ツ時少夕立

七拾弐ばん　曼荼羅寺　大日如来

七拾三ばん　出釈迦寺　釈迦如来

七拾四ばん　甲山寺　薬師如来

七拾五ばん　善通寺　薬師如来

同泊り、善通寺門前松木屋伊蔵
木賃弐匁ツヽニ而泊り、道法七り余

十八日朝出立、上天気也
金刀比羅様参詣、弐歩御礼御守料

昼後大夕立、此時金倉寺ニ而凌キ
七拾六はん　金倉寺　薬師尊

七拾七ばん　道隆寺　薬師尊

七拾八ばん　道場寺　阿弥陀如来

同泊り、道場寺門前玉や悪宿也、木賃代

壱匁八分ニ而泊り、道法〆七り半也

十九日朝出立、上天気也

七拾九番　崇徳天王社　神社ニ相成申候
八拾番　国分寺　観世音

是∂遍路坂難渋也

八拾壱番　白峰寺　千手大士
八拾弐番　根香寺　観世音

右弐ケ所共極山中ニ而道難渋也
同泊り、笠居宿植野屋ニ而木賃弐匁ニ泊
　　　　　　　　　　　　上宿也、道六り余

廿日朝出立、十九日∂又

時候障り致此日斗ニ而あらあら
全快仕候得共跡四五日も勝れ不申
難義

八拾三番　一宮寺　観世音
此寺近々廃寺之由

八拾四番　屋嶋寺　千手大士

八拾五番　八栗寺　正観音

二ケ所共難渋之山也

同泊り、八栗山宮助居、商売茶屋也
是ニ而善根ニ泊り申候

廿一日朝出立、上天気

八拾六ばん　志渡寺　十一面大士

八拾七はん　長尾寺　聖観世音

八拾八ばん　大窪寺　薬師如来

此日いり施待ニ預申候、接待五ツ
御座候得共我等延引致候故一ツ貰申候
同泊り、大窪寺門前高野や四郎治

ニ而木賃四分払

廿二日朝出立、上天気也、切幡寺へ預ケ
置候荷物取ニ参り候、此間五り有

夫∂徳島へ趣キ申候

同泊り、阿州道城村おこまト方ニ

泊り申候、極小家也、ぐれ宿ニ而

甚タ迷惑仕候、ぐれも壱人止宿致
居申候

廿三日朝出立、上天気也

此日四ツ時前ニ権五郎殿ト分れ

下拙徳島松弁方江趣キ権五郎殿
むや江趣キ両人共相分れ申候

八ツ時松弁方江着致又候
預世話候是全く大師様の御

かけト憘申候、廿四日上天気ニ候得共
逗留、廿五日上天気、朝出立

松弁方ニ而色々世話ニ相成候、船乗場

大阪荷送り、其外洗濯迄世話ニ相成候、我等病中之
事故色々地走も致候

大阪南堀江新江橋東角

阿波屋久平

阿州　　　　　但愛国屋
津田儀右衛門船

廿五日、津田浦増井儀三郎方へ着

海上荒波ニ付渡海なし、一日彼方ニ逗留
廿六日、上天気

廿七日、上天気、極暑
廿八日、上天気

廿九日、上天気

七月朔日、上気、六夜泊り、善根也
二日、上天気、出船、同夜紀州加多ニ泊り

　　　　　　　　　　　　　　　尤沖也
七月三日、上気也、泉州岸之和田沖泊り
四日、雨降、堺迄着船仕候

夫∂大阪迄罷出道頓堀大伊ニ
泊り、宿料弐朱

阿州∂大阪迄運賃壱歩三朱也

五日、雨降、朝出立
廿四ばん　中山寺参り、茶堂ニ而通夜、五日泊り

六日、朝出立、上天気

廿二ばん　惣持寺参詣、同寺茶堂

同泊り、同寺ニ而通夜致、蚊沢山難渋、蚊帳
　　　　　　　　　　　　かり候得共ヤブれ有候
七日、朝出立上気

柳谷観音様参詣、眼病成就之御誓願也

み仏のなひく柳乃谷水は
くむにおひせぬ薬なりけり　御詠歌也

右柳谷の籠り人眼病之人斗
三四拾人も有之候、格別の御はつこ也
弐拾番善峰寺へ参詣、夫∂

松尾様へ参り詣、日暮難渋、鳥居前

茶や●松尾方神主越後ト申人

神妙ニ頼呉此家ニ而一宿致、誠ニ難有
同夜鳥居前ニ野宿仕積り致
候得共右同断之訳合ニ嬉敷存候

夜中格別大雨降仕尚更難有候

〆

八日朝出立、大雨降難渋、九ツ時

京都近彦ヘ着致候
九日十日都合三泊り十一日七ツ

時前ニ出立、大津蔦多方ニ
止宿、同夜四ツ時乗船致、但し
　　　　　　　　塩津船也

蔦多宿料壱朱ト弐百文、片旅籠也
夫∂順風ニ而都合能十二日八ツ時

塩津浦江着船仕候

同浦ニ而弁当致、疋田長谷川
惣右衛門方ニ一泊致、宿料
弐朱弐百文、少々高料也

十三日朝出立、敦賀鍋金ニ

用向有之ニ付同所へ廻り

新保宿ニ而昼弁当

夫∂今庄へ暮六ツ時着
仕候
迎人　次助　岩市

　　　　　　是ハ河内や名代兼勤

　　　河内や　冬

　　　庄三　みつ
　　〆　但し●●迄来ル

右道中日数都合

百三日而帰国仕候

金子入用高拾弐両弐歩斗
但し土産物少々買候分も

入候〆也
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